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学校教育目標 

・よく考え広い視野を造る人 

・力を合わせゆたかな心情を育てる人 

・すすんでたくましい身体を鍛える人 

                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「転ばぬ先の杖」という言葉があります

が、近年はその“杖”が多すぎることで、子

どもたちの主体性が失われているように感じ

ます。 

大人は経験がある分、子どもの失敗を未然

に防ごうと「それはダメ」「次はしないでね」

と一方的に注意しがちですが、それでは子ど

もがなぜ転んだのか、自ら考える機会を奪っ

てしまいます。 

最近見られる「不器用な子ども・大人」

は、得意なことには集中できても、他のこと

には関心が薄く、人との関わりもうまくいか

ない傾向があります。 

その背景には、大人が本質を教えず、禁止

や指示ばかりしてきた関わり方があるのかも

しれません。 

本来の「杖」とは、転ばせないための過干

渉ではなく、転んだときに支え、学びにつな

げる存在であるべきです。 

 

では、本当に子どもに必要な「杖
つえ

」は何で

しょう？ 

 

こども基本法（令和 4 年 2 月制定）は、子

どもの権利と福祉を保護・促進するために制

定された日本の法律です。この法律の主な目

的は、すべての子どもが健全に成長し、幸福

な生活を送るための環境を整備することで

す。 

以下はこども基本法の抜粋です。 

 

子どもの権利の尊重 

・子どもの意見を尊重し、適切に反映するこ

と。 

・子どもの最善の利益を最優先とすること。 

 

子どもの成長支援 

・子どもの健全な成長と発達を支援するた

めの家庭、学校、地域社会の連携を促進

すること。 

・子どもが自己の能力を最大限に発揮でき

るよう、教育や育成の機会を平等に提供

すること。 

 

子どもに対する暴力の防止 

・児童虐待、いじめ、暴力から子どもを保

護するための対策を強化すること。 

 

子ども政策の総合的な推進 

・国や地方公共団体が連携して子ども政策

を一体的に推進するための基本方針を策

定すること。 

 

子どもの意見表明権の保障 

・子どもが自身の意見を表明し、社会の中

でその意見が尊重される権利を保障する

こと。 

〔引用：こども基本法（令和 4 年 2 月制定）〕 

 

今の子どもに必要なのは、「こども基本

法」に基づいたあたたかい支えです。 

 

頭ごなしに叱るのではなく、気持ちを

聞き、共に考えることが大人の役割で

す。 

その関わりが、子どもにとって本当の

「杖（つえ）」となり、自信を持って生き

る力につながるのです。 

 

現代に必要な「杖(つえ)」はこれじゃな

いですか？ 



５月３１日（土）体育大会 

  今年度の体育大会テーマは「元気無双 Power of 

smile」。今年度は、より楽しく生徒みんなで作り出す体育

大会を目指し、生徒会種目「借り人競争」が新たに追加さ

れました。生徒会書記局のメンバーは、企画から当日の運

営まで奔走しましたが、当日は地域の方や保護者を巻き込

んで大変盛り上がりました。３年生は各チームリーダーと

して練習から後輩を盛り上げていました。生徒一人一人の

頑張る姿を見ることができました。お忙しい中にも関わら

ず応援いただいた保護者の皆様、地域の皆様、ありがとう

ございました。 

６月９日（月）全校集会 中体連壮行会 

 来週から始まる中

体連に向けて壮行会が

実施されました。壮行

会の前には全校集会が

あり、昨日行われた全

日本軟式野球大会で優

勝した野球部の表彰伝

達を行いました。野球部は、留寿都・喜茂別・真狩・京極の

合同チームで、本校からは３年生の森さん、岡部さんが所

属しています。今大会で全道大会出場を決めましたが、規

約では今後行われ

る中体連で全道大

会が決まった場合、

中体連全道大会を

優先して出場する

ことになるそうで

す。「全日本大会優

勝と中体連優勝の二冠を目指す」と決意を述べていました。 

 中体連壮行会では各部の選手一人ひとりが大会に向けて

意気込みを述べました。３年生は最後の大会にかける思い

を、２年生は全力でサポートを、１年生は緊張に負けない

で頑張りたいとの思い

をしっかりと伝えまし

た。生徒会長の高橋さ

んはあいさつの中で、

「勝敗以上に自分を信

じて、最後までやりき

ることが大切。悔いの

ない大会にしてほしい。」と応援の言葉を贈りました。また、

文化部からは、大会の応援旗を制作し披露しました。みん

なの応援を追い風にして活躍を期待しています。がんば

れ！ 

花壇の花植え作業 

 留寿都高校のご厚意でお花の寄

付をいただきました。今年も色と

りどりの花で校舎前を彩ることが

できました。大切に育てていきま

す。ありがとうございました。 

中体連の活躍  
現在までの中体連の結果をお知らせします。 
6月15日（日）後志中体連陸上大会（京極町） 
女子 100mH 第３位 21秒5 小原萌可(3) 

女子 200m   第３位 32秒1 升田那奈(3) 

女子走り幅跳  第４位 3m84 小原萌可(3) 

女子走り幅跳  第６位 3m67 加茂夢羽(1) 

男子走り幅跳  第４位 4m67 西岡政虎(2) 

男子砲丸投   第６位 7m67 西岡政虎(2) 

女子 4×100mR  第４位 加茂(1)、小原(3)、神保(1)、升田(3) 

男子 4×100mR  第６位 仁司(1)、吉井(1)、佐藤(1)、安野(1) 

日 曜 
 

 

 バス 

1便 2便 

1 火 高校説明会 × ○ 13:15 15:30 

2 水  × ○ 13:15 15:30 

3 木 期末テスト① 部活動休養日 × ○ 13:30  

4 金 期末テスト② ○ ○ 15:30 17:30 

5 土      

6 日      

7 月 
全校集会 保護者面談① 

授業参観週間 学校保健委員会 
○ ○ 15:30 17:30 

8 火 
保護者面談② 授業参観週間 

スクールカウンセラー 
○ ○ 15:30 17:30 

9 水 保護者面談③ 授業参観週間 ○ ○ 15:30 17:30 

10 木 
保護者面談④ 授業参観週間 

部活動休養日 
× ○ 15:30  

11 金 １年生見学学習 ○ ○ 15:30 17:30 

12 土      

13 日      

14 月  ○ ○ 15:30 17:30 

15 火 
倶知安高校見学会 ３年生３時間授

業（給食無し） 部活動休養日 
× 

1,2 

○ 

11:40 

3年生 
13:15 

16 水  ○ ○ 15:30 17:30 

17 木  ○ ○ 15:30 17:30 

18 金 部活動清掃 ○ ○ 15:30 17:30 

19 土 全日本軟式野球北海道大会（帯広）     

20 日 全日本軟式野球北海道大会（帯広）     

21 月 全日本軟式野球北海道大会（帯広）     

22 火  ○ ○ 15:30 17:30 

23 水 スクールカウンセラー ○ ○ 15:30 17:30 

24 木 大掃除 部活動休養日 × ○ 15:30  

25 金 終業式 × ○ 13:30  

26 土 夏季休業開始～8/24     

27 日      

28 月      

29 火      

30 水      

31 木      

給 

食 

部
活
動 

7月行事予定 


